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６月
定例会

　
六
月
定
例
会
は
、

六
月
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
定
例
会
で
は
、専

決
処
分
の
報
告
及
び

承
認
を
は
じ
め
、条

例
の
一
部
改
正
や
各

会
計
補
正
予
算
な
ど

提
出
さ
れ
た
議
案
を

慎
重
に
審
議
し
、す

べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に
よ
り

中・低
所
得
者
の
負
担
軽
減

国
民
健
康
保
険
税
率
引
き
下
げ

国
民
健
康
保
険
税
率
引
き
下
げ

国
民
健
康
保
険
税
率
引
き
下
げ

国
民
健
康
保
険
税
率
引
き
下
げ

本
算
定
に
よ
る
税
率・軽
減
額
の
改
正
。

中
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
地
方
税
法
が
改
正
さ

れ
、国
保
税
の
課
税
限
度
額
が
医
療
費
分
は「
五
十
万

円
」か
ら「
五
十
一
万
円
」に
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分

は「
十
三
万
円
」か
ら「
十
四
万
円
」に
、介
護
納
付
金
分

は「
十
万
円
」か
ら「
十
二
万
円
」に
改
正
。

１2 主
な
改
正
内
容

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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　本年度の国保税の医療費分については、歳出の保険給付費の見込み額を極力抑え、
歳入では前年度繰越金の全額算入により税率が引下げとなりました。
　また、国保税の後期高齢者支援金分と介護分についても、保険給付費の見込額増に
より支払基金への納付額が増加しましたが、国保基金の一部取り崩しにより税率を引き
下げました。

■ 医療費分 ⇒ 主に医療費給付などにあてられるための保険税です。
■ 後期高齢者支援金分 ⇒ 75歳以上の後期高齢者医療制度を支援するための保険税です。
■ 介護分 ⇒ 被保険者の40歳～65歳未満の方に課税される保険税です。

平成23年度 平成22年度

6.04％

22.13％

22,000円

18,700円

510,000円

6.13％

22.86％

22,100円

19,000円

500,000円

平成23年度 平成22年度

2.39％

8.77％

8,700円

7,400円

140,000円

2.41％

9.00％

8,700円

7,500円

130,000円

平成23年度 平成22年度

2.05％

8.17％

10,200円

6,000円

120,000円

2.08％

8.49％

10,300円

6,100円

100,000円

区　　分
医 療 費 分 後期高齢者支援金分 介　　護　　分  

所 得 割 額

資 産 割 額

均 等 割 額

平 等 割 額

賦課限度額

国保税率

１人あたり １世帯あたり

53,897円

54,131円

△234円

106,832円

108,843円

△2,011円

１人あたり １世帯あたり

20,612円

20,624円

△12円

40,856円

41,466円

△610円

１人あたり １世帯あたり

24,683円

24,720円

△37円

33,815円

34,299円

△484円

区　　分
医 療 費 分 後期高齢者支援金分 介　　護　　分  

平成2 3年度

平成22年度

前年度比較

年間平均保険税
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◇ 

一
般
会
計
補
正
予
算
の

　  

主
な
内
容

◎ 

災
害
救
助
費

　

大
震
災
に
よ
る
瓦
等
の
が

れ
き
処
理
業
務
委
委
託
料

や
、災
害
援
護
資
金
貸
付
金

で
す
。

◎ 

幼
稚
園
改
築
事
業
費

　

被
災
し
た
棚
倉
幼
稚
園

を
改
築
す
る
た
め
の
設
計
委

託
料
と
、現
在
の
幼
稚
園
の

場
所
の
地
質
調
査
を
す
る
た

め
の
委
託
料
で
す
。

◎ 

学
校
施
設
災
害
復
旧
費

　

棚
倉
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
床
の
変
形
改
修
工
事
及

び
、落
石
防
護
柵
設
置
工

事
、さ
ら
に
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
物
修
繕
工
事
を
行

い
ま
す
。

◎ 

土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　

町
道
新
町
鉄
炮
町
線
ほ

か
十
三
箇
所
の
補
助
復
旧
工

事
と
、四
十
九
箇
所
の
単
独

復
旧
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。

◎ 

林
業
災
害
復
旧
費

３
，４
３
４
万
円

２
，４
３
０
万
円

３
，４
７
７
万
円

７
，２
０
３
万
円

◎ 

債
務
負
担
行
為

　

㈱
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
運

営
資
金
借
入
の
た
め
、町
が

損
失
補
償
を
行
い
ま
す
。

2
億
2
，0
0
0
万
円

１
，１
２
２
万
円

　

流
岡
田
線
の
林
道
修
繕
工

事
を
行
な
い
ま
す
。

◇ 

専
決
処
分
の
報
告

　 
及
び
承
認

◇ 

棚
倉
町
災
害
弔
慰
金
の

　 

支
給
に
関
す
る
条
例
の

　  

一 

部
改
正

　

主
な
内
容
は
、地
方
税
法
等
の

改
正
に
伴
い
、棚
倉
町
税
条
例
及

び
棚
倉
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

棚
倉
幼
稚
園
の
被
災
に
よ
り
、

社
川・近
津
両
幼
稚
園
で
の
保
育

と
な
っ
た
た
め
、園
児
の
送
迎
バ
ス

使
用
料
を
無
料
に
す
る
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢
者
医

療・介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、事
務
事
業
等
の

確
定
に
伴
う
も
の
で
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

は
、東
日
本
大
震
災
に
伴
う
緊
急

的
な
事
業
費
と
し
て
、町
独
自
の

緊
急
貸
付
金
制
度
の
創
設
に
伴

う
貸
付
金
、避
難
者
宿
泊
費
等
を

計
上
し
た
災
害
救
助
費
な
ど
で
、

総
額
五
千
百
四
十
八
万
円
の
増

額
補
正
で
し
た
。

　

以
上
の
専
決
処
分
報
告
が
さ

れ
、全
て
承
認
し
ま
し
た
。

　　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、住
居

又
は
家
財
等
が
相
当
程
度
の
被

害
を
受
け
た
場
合
に
対
す
る
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
に
つい
て
、国

に
お
い
て
特
例
措
置
を
講
じ
る
法

律
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
を
受
け
、町
の
災
害

援
護
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長
、

貸
付
利
率
の
引
き
下
げ
、保
証
人

の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

取壊しを待つ棚倉幼稚園舎

大きな被害を受けた城跡の歩道

6月補正予算の状況
会　　計　　名

2億143万円

△3,607万円

71万円

220万円

53億1,091万円

14億6,070万円

3,958万円

6,615万円

補　正　額 補正後の予算額
（1万円未満切り捨て）

（△は減額補正）

国民健康保険

簡易水道事業

農業集落排水事業

特
別
会
計

一　般　会　計



（5）　平成23年６月たなぐら議会だより

耐震工事が行われる棚倉小学校屋内運動場

請負契約締結請負契約締結 可決
棚
倉
小
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
補
強
改
修
工
事

◎
契
約
金
額

◎
契
約
の
方
法

◎
請
負
者

七
千
六
十
六
万
五
千
円

条
件
付
一
般
競
争
入
札

藤
田
建
設
工
業 

株
式
会
社

棚
倉
中
学
校
屋
内
運
動
場

及
び
柔
剣
道
場
耐
震

補
強
改
修
工
事

◎
契
約
金
額

◎
契
約
の
方
法

◎
請
負
者

一 

億
三
千
六
百
二
十
九
万
円

条
件
付
一
般
競
争
入
札

藤
田
建
設
工
業 

株
式
会
社

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

改
修
工
事

◎
契
約
金
額

◎
契
約
の
方
法

◎
請
負
者

五
千
八
百
四
十
八
万
五
千
円

条
件
付
一
般
競
争
入
札

藤
田
建
設
工
業 

株
式
会
社

　

国
の「
安
全・安
心
な
学
校
づ

く
り
交
付
金
」の
決
定
を
受

け
、小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
安
心
し
て
屋
内
の
運
動
や
、

柔
剣
道
の
学
習
が
で
き
る
よ
う

教
育
施
設
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

◆

◆

◆

　

今
回
の
補
正
予
算
で
、ル
ネ
サ

ン
ス
棚
倉
に
対
す
る
債
務
負
担
行

為
と
し
て
二
億
二
千
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
は

現
在
ま
で
に
三
億
六
千
万
円
の
累

積
赤
字
を
抱
え
て
お
り
、市
中
銀

行
も
保
証
が
な
け
れ
ば
融
資
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
段
階
に
陥
って

い
る
の
だ
と
思
う
。

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
経

営
診
断
の
提
言
が
さ
れ
た
が
、全

く
生
か
さ
れ
て
な
い
よ
う
に
見

え
、経
営
理
念
が
軟
弱
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。債
務
負
担
行
為

は
、こ
の
よ
う
な
管
理
運
営
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
失
補
償
に
、町
民
の

税
金
を
投
入
す
る
も
の
で
あ
り
、

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め

反
対
す
る
。

鈴
木
　
政
夫 

議
員

　

今
回
の
補
正
予
算
は
東
日
本

大
震
災
関
連
の
緊
急
的
な
補
正

が
主
で
あ
る
。

　

ま
た
、ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
借
入

金
に
対
す
る
損
失
補
償
の
債
務

負
担
行
為
補
正
に
つい
て
は
、予
想

し
な
い
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
が
主
な
原
因
で
あ
り
、宿
泊
客

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い
で
お
り
運

営
資
金
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。補
償
問
題
も
進
ん
で
お
ら

ず
、先
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
は
、当
面
銀
行
か
ら
の
確

実
な
資
金
調
達
が
必
要
で
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で

賛
成
す
る
。

金
澤
　
義
行 

議
員

賛
成

反
対
反
対
（
１
人
）

平
成
二
十
三
年
度
棚
倉
町
一
般
会
計
補
正
予
算
の
原
案
を
め

ぐ
り
討
論
が
行
な
わ
れ
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

賛
成
賛
成
（
13
人
）

討
　
論

　

国
の「
地
域
活
性
化
交
付
金
」の
決

定
を
受
け
、以
前
、冬
季
に
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
場
と
し
て
転
用
し
て
い
た
四
面

と
、既
存
の
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
三
面
を
砂
入

り
人
工
芝
コ
ー
ト
に
し
、利
用
者
の
利
便

向
上
と
更
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。
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人
事
案
件

　
棚
倉
町
議
会
は
、棚
倉
町

農
業
委
員
学
識
経
験
委
員

に
二
名
の
女
性
を
推
薦
し
ま

し
た
。任
期
は
、平
成
二
十
三

年
七
月
二
十
日
か
ら
三
年
間

で
す
。

経営状況報告経営状況報告

株式会社ルネサンス棚倉 ～損益計算書・事業報告より～
■ 利用料総額

■ 町への賃借料

■ 町内業者からの仕入れ状況

宿泊、研修室、クアハウス、プールなどの
利用料総額

レストラン・売店等

食材の1,600万円をはじめ、
燃料費などを購入

1億9,782万円

1,149万円

1億900万円

　町が、出資している法人・団体である、株式会社ルネサンス棚倉、財団法人棚倉町活性化協会、白河
地方土地開発公社から、平成２２年度における経営状況が報告されました。
　なお、株式会社ルネサンス棚倉における経営状況は次のとおりとなっています。

宿泊延べ人数

売 上 高

当 期 損 失

累 積 赤 字

32,803人（3,133人減）

3億8,279万円（5,281万円減）

2,182万円（1,648万円増）

3億6,611万円（2,182万円増）

(　)内前年比
◇ 主な実績

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

去
る
六
月
八
日
の
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、議

員
と
し
て
十
一
年
以
上
在
職
し
て
い
る
方
が
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
、定
例
会
に
お
い
て
議
長
よ
り
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次の意見書及び要請書を
議会において議決し、内閣
総理大臣等関係機関に提
出しました。

松
本 

英
一 

議
員
・
金
澤 

敏
男 

議
員
・
渡
辺 

義
夫 

議
員

原
発
事
故
の
早
急
な
収
束

と
県
内
全
て
の
原
発
廃
炉

を
求
め
る
意
見
書

■ 

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、福
島
県
知
事

◎

原
発
事
故
の
早
急
な
収
束

と
県
内
全
て
の
原
発
廃
炉

を
求
め
る
要
請
書

■ 

提
出
先

東
京
電
力
㈱
取
締
役
社
長

◎

受
賞
者

意見書・要請書
提出

意見書・要請書
提出

蛭
田 

幹
枝
さ
ん（
岡
田
）

緑
川　

朋
さ
ん（
山
際
）


